
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和3年4月2日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	藤原
	中野(円)
	金井
	松舘
	成田
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田

	休
	〇
	深
	〇
	○
	準
	休
	深
	休
	○
	休

	小沼
	畑中
	大久保
	柴田
	金谷
	
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	山之口

	○
	○
	○
	五福
	準
	
	休
	準
	休
	〇
	深

	中野
(三)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
　特記事項無し。

＜入室状況＞
・退院：佐藤　真実様　　東C5　10：00

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不穏時）ブロマゼパム(5) 1T
          　　　不眠時）レボトミン(25)1T、トリアゾラム(0.125)1T　7回分処方。

・大石　イト様～汁でむせ込みある事から、夕より汁トロミで提供となる。

・久慈　昭様～オードリー　絆　なるみ様より介護保険認定調査の依頼あり。
R3.4.7（水）13時～内科診察室にて実施予定。


＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。全裸で他室侵入繰り返す等の迷惑行為著明。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食全量摂取。嗜好品の摂取も行えている。調子は良いが時間を持て余すと話すが、不穏行動はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・河村　和寛様～指示の点滴はトラブル無く終了。日課以外の時間は自室にて臥床し過
ごされている。点滴での抗うつ剤投与開始以降「(気分が)劇的に変わ
りました。悲観的な方に考えが向く事が無くなって……気分の落ち込
みも今は無いです」と話されている。希死念慮に関する言動は無い。

[bookmark: _GoBack]・関原　紗奈恵様～易怒性・興奮無く情動の統制出来ており、苛々感の訴えも無い。他患者様との交流は見られず、日課以外の時間は自室にてスマートフォンを操作し過ごされている。外泊希望が聞かれるが、入院に至った経緯から、主治医からも許可とはならず、介入に留意する事。

・大石　イト様～朝食全量摂取。昼食は手を休め、介助にも数口程度、むせ込みも見られる事から中止としている。夕より汁トロミで提供予定。帰宅要求や徘徊はない。

・三浦　常雄様～バイタルサイン異常無し。口腔内に痰の貯留あり、吸引施行してい
る。吸引にて白色粘稠痰除去している。体動活発にあるが、危険行為
無く経過。

・木村　美智子様～バイタルサイン異常無し。痰鳴あり吸引にて白色～淡黄色粘稠痰除去。四肢脱力持続。常に開眼や開口しているが、呼名反応や痛覚刺激はない。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・長谷川　陽一様～本人より眠れないとの訴えあり、本日より二トラゼパム(5)1T　1×vds　5日分　以後定期にて処方となる。また、入院時、血糖値、HbA1c高値であったため、来週の採血結果が出たら診察時、主治医へ報告するよう指示あり。採血結果にて栄養士と間食について相談するよう指示。

・藤井　崇史様～Bユニットへ移動したいと話す半面、移動したくないと話すこともあ
　　　　　　　　り。主治医としてはスタッフが良ければBへの移動も可能とのこと。

・河原木　泰志様～定期薬処方変更なし。

・和田　昌様～定期薬処方変更なし。

＜新入院患者様情報＞
氏　　名：古川　貞二（ふるかわ　ていじ）様
生年月日：昭和10年2月5日（86歳）
病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
合 併 症：尿閉・慢性心不全・心房細動
性　　別：男性
主 治 医：田名部Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット5号室

＜経過＞
　八戸赤十字病院入院中。R1.9.30当院初診。以後継続的に通院している。有料老人ホ
ーム「白山台」入居中、R2.2月頃より不穏症状出現し薬剤調整行っている。経過に変
動見られている。粗暴行為は無いが、夜間不眠や車椅子より立ち上がって歩き出す行動
等、施設での対応には限界があり、入院での薬剤調整を希望され、入院予定となってい
たが、R.3.23呼吸苦で八戸赤十字病院に緊急搬送され、精査にて前立腺肥大を背景に
した腎後性腎不全とそれに伴う体液貯留、心不全あり、治療が開始され、症状改善した
為、予定通り当院での入院加療予定となる。R3.4.2当院受診。診察にてご家族より入
院加療への同意を得て13:41東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。


